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主な内容　p2-3成人式　p4不法投棄　p5-8選挙結果、ハーモニー
フォーラム、入札参加申請、ふれあい農園、おむつ代医療費控除、人
権問題講演会　p9稲バラ　p16うまいもん　p17イナビト　など

表紙　1月7日、江戸崎体育館で
行われた和やかな成人式の一コマ
です。（関連記事p2-3）
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こ
れ
か
ら
の
稲
敷
市
を
担
う
若
人
た
ち

華
や
か
に
、
成
人
式
開
催

謝　
辞

新
成
人
者
代
表　
清
原
優
人

本
日
、
成
人
の
日
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
私
達
の
た
め
に
こ

の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
を
催
し

て
い
た
だ
い
た
、
市
長
を
は
じ

め
市
当
局
の
皆
様
、
ま
た
お
忙

し
い
中
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
、

御
来
賓
の
皆
様
方
に
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
達
は
、
20
歳
と
言
う
節
目

の
年
を
迎
え
、
社
会
人
と
し
て

自
分
自
身
の
行
動
に
対
し
て
責

任
を
負
う
立
場
と
な
り
ま
し
た
。

一
人
の
社
会
人
と
し
て
周
囲
に

視
野
を
広
げ
た
言
動
が
必
要
と

さ
れ
、
社
会
全
体
が
よ
り
良
い

方
向
へ
機
能
す
る
よ
う
に
各
々

が
重
要
な
役
割
を
担
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
し
か
し
、
今
日
の
成
人
式
を

迎
え
た
だ
け
で
は
、
な
か
な
か

そ
の
よ
う
な
実
感
は
わ
き
ま
せ

ん
。そ
こ
で
、
私
達
は
今
一
度

自
分
自
身
が
何
を
す
る
べ
き
な

の
か
、
ま
た
社
会
に
出
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
し
っ

か
り
と
考
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
の
中

で
、
幾
多
の
困
難
に
ぶ
つ
か
る

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。そ
の

壁
に
阻
ま
れ
た
時
に
、
立
ち
止

ま
る
こ
と
な
く
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、

強
い
意
志
を
持
ち
、
立
ち
向
か

う
こ
と
で
乗
り
越
え
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
社
会
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
成
人
者
の
名
に

恥
じ
ぬ
立
派
な
存
在
に
な
る
と

と
も
に
、
次
の
世
代
の
若
者
達

に
と
っ
て
の
模
範
に
な
れ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
一
歩
一
歩
成
長

し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
達
が
名
実
共
に

成
人
の
仲
間
入
り
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
の
皆
様
方
か
ら
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
て
、謝
辞
と
し
ま
す
。

１
月
７
日
、
新
成
人
を
祝
う
式

典
『
成
人
式
』
が
江
戸
崎
体
育

館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
敷
市
と
な
っ
て
２
回
目
と

な
る
今
回
の
成
人
式
。こ
の
晴

れ
の
日
を
迎
え
た
新
成
人
者
は
、

昭
和
61
年
度
生
ま
れ
の
男
性
３

４
６
人
、
女
性
３
２
１
人
の
合

計
６
６
７
人
。そ
れ
ぞ
れ
が
、

大
人
と
し
て
の
新
た
な
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
長
の
式
辞
や

市
か
ら
の
記
念
品
贈
呈
、
新
成

人
に
よ
る
抱
負
や
来
賓
祝
辞
が

行
わ
れ
、
最
後
に
新
成
人
者
代

表
の
謝
辞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
新
成
人
の
代
表

者
で
構
成
す
る
「
成
人
式
実
行

委
員
会
」
が
企
画
運
営
す
る
、

芸
能
人
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ

や
抽
選
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
華
や
か
な
振
袖
や
真
新
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

が
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
同

級
生
や
恩
師
と
の
話
に
花
を
咲

か
せ
る
な
ど
、
終
始
な
ご
や
か

な
中
で
の
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
成
人
者
を
代
表
し
て
述
べ

た
、
清
原
優
人
さ
ん
の
謝
辞
を

次
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

地区名 男 女 計
江戸崎地区 144人 119人 263人
新利根地区 77人 73人 150人

桜川地区 48人 35人 83人
東地区 77人 94人 171人
合計 346人 321人 667人

地区別成人者数
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個人所有地への不法投棄が多発しています

不法投棄は環境犯罪です
ごみをみだりに捨てることは、法律で禁じられています。
ごみを捨てた人は、法律で５年以下の懲役もしくは１千万円以下の罰金
といった刑事責任を負うことになります。

を
設
置
し
た
り
、
容
易
に
侵
入

で
き
な
い
よ
う
に
す
る
事
も
必

要
で
す
。投
棄
物
が
あ
っ
た
と

き
は
、
早
め
に
清
掃
処
理
し
ま

し
ょ
う
。（
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
不
法
投
棄
を
助
長
し
、
大
量

に
捨
て
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

　
ま
た
、
不
法
投
棄
の
現
場
を

見
た
と
き
は
、
車
種
や
ナ
ン
バ

ー
を
控
え
、
市
役
所
か
警
察
へ

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
は
必
ず

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

家
庭
の
中
で
も
、
ポ
イ
捨
て
や

不
法
投
棄
は
「
犯
罪
」
と
い
う

こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
、

ル
ー
ル
に
従
っ
て
処
理
し
ま
し

ょ
う
。

地
区
の
中
で
も

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

不
法
投
棄
す
る
人
へ
の
警
告
と

し
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
監
視
が

大
切
で
す
。捨
て
ら
れ
た
ご
み

は
、
誰
か
が
片
付
け
れ
ば
済
む

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。あ
ら

か
じ
め
地
区
内
で
、
対
策
を
話

し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

乱
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
最
近
は
、
車
や
家
電
な

ど
大
型
ご
み
も
目
立
ち
、
生
活

環
境
を
一
層
悪
く
し
て
い
ま
す
。

  

市
で
も
、
不
法
投
棄
監
視
パ

ト
ロ
ー
ル
や
監
視
カ
メ
ラ
の
導

入
な
ど
、
監
視
体
制
の
強
化
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
不
法
投
棄

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
ポ
イ
捨

て
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
強

い
意
志
」
を
持
つ
こ
と
も
大
切

で
す
。み
な
さ
ん
で
協
力
し
て
、

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
街
を

き
れ
い
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

不
法
投
棄
は
、
す
る
人
が
一
番

悪
い
の
で
す
が
、
土
地
の
所
有

者
が
「
ご
み
を
捨
て
ら
れ
な
い

環
境
づ
く
り
」
を
す
る
こ
と
も

必
要
不
可
欠
で
す
。

　
雑
草
な
ど
の
生
い
茂
っ
た
状

況
に
な
ら
な
い
よ
う
に
草
刈
り

な
ど
を
行
い
、
定
期
的
に
見
回

り
を
し
た
り
、
囲
い
や
柵
な
ど

内容 罰則 根拠法令

不法投棄をした者
5年以下の懲役もしくは1
千万円以下の罰金またはこ
の併科（未遂の場合も含む）

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律第 25 条第 1
項第14号および第2項

法人の業務に関して不法
投棄をした場合

法人に対して1億円以下の
罰金（未遂の場合も含む）

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律第 32 条第 1
項

不法投棄することを目的
として廃棄物を収集また
は運搬した者

3年以下の懲役もしくは
300万円以下の罰金または
この併科

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律第 26 条第 6
項

道路に投棄した廃棄物に
より交通に支障を及ぼす
おそれを生じさせた者

1年以下の懲役または20
万円以下の罰金 道路法第100条第3項

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
は
誰
も
が
知

っ
て
い
ま
す
。「
自
分
ひ
と
り

く
ら
い
な
ら
…
…
」
と
い
う
気

持
ち
が
あ
る
た
め
、
空
き
缶
、

空
き
ビ
ン
、
レ
ジ
袋
に
入
れ
た

弁
当
の
空
き
容
器
な
ど
が
、
道

路
や
公
園
、
空
き
地
な
ど
に
散

【不法投棄を見かけたら】
稲敷市生活環境課（桜川庁舎）☎029-892-2000（内線4405）
稲敷警察署生活安全課☎029-893-0110

監視カメラ 警告看板

不法投棄に関する主な罰則

●
稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
代
表
）

●
竜
ヶ
崎
税
務
署
☎
０
２
９
７

︲
６
６
︲
１
３
０
３

【
お
詫
び
と
訂
正
】

お
知
ら
せ
版
１
月
号
の
申
告
相

談
の
記
事
中
、
申
告
が
必
要
な

方
は
「
平
成
18
年
１
月
１
日
現

在
、
稲
敷
市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
で
…
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
「
平
成
19
年
１
月
１

日
現
在
、
稲
敷
市
内
に
住
所
を

有
す
る
人
で
…
」
の
誤
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

秀
夫
（
無
所
属
）
／
高
野
き
よ

し
（
無
所
属
）
／
木
内
よ
し
の

ぶ
（
無
所
属
）
／
せ
き
か
わ
初

子（
無
所
属
）／
い
と
が
吉
男（
無

所
属
）

【
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
稲
敷

市
開
票
区
）】

当
日
有
権
者
数
＝
３
万
９
７
０

３
人
（
男
：
１
万
９
６
６
３
人
、

女
：
２
万
０
０
４
０
人
）

投
票
総
数
＝
２
万
９
９
１
８
票

（
有
効
：
２
万
９
０
３
９
票
／
無

効
：
８
７
８
票
／
持
ち
帰
り
：
１
票
）

投
票
率
＝
75
・
35
％
（
普
通
：

63
・
87
％
／
期
日
前
：
11
・
01
％
／

不
在
者
：
０
・
47
％
）

候
補
者
得
票
数（
敬
称
略
）＝
は

な
し
衛（
自
民
）９
０
９
６
票
／

伊
藤
ひ
ろ
し（
民
主
）４
４
４
８

票
／
細
谷
の
り
ゆ
き（
自
民
）１

万
５
４
９
５
票

●
稲
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
稲
敷
市
総
務
課
内
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

２
２
０
９
）

始
ま
り
ま
す
申
告
相
談

（
確
定
・
住
民
税
）

　
２
月
16
日
（
金
）
か
ら
各
庁
舎
で
行
い
ま
す

確
定
申
告
と
住
民
税
の
相
談
・

受
付
は
２
月
16
日（
金
）か
ら
３

月
15
日
（
木
）
ま
で
で
す
。市
役

所
で
の
相
談
・
受
付
の
日
程
な

ど
は
、お
知
ら
せ
版
１
月
号（
１

月
12
日
発
行
）と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
日
程
表
は
、
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
竜
ヶ
崎
税
務
署
と
稲

敷
市
役
所
（
桜
川
庁
舎
の
み
）
で

は
２
月
18
日
、
２
月
25
日
の
日

曜
日
の
２
日
間
に
限
り
、
確
定

申
告
の
相
談
・
受
付
を
行
い
ま

す
。

県
議
会
・
市
議
会
議
員
選
挙
投
票
結
果

　
市
民
の
代
表
26
名
が
決
ま
り
ま
し
た
！

（
有
効
：
２
万
９
３
５
６
・
９
９
６

票
／
無
効
：
５
４
９
票
／
持
ち
帰

り
：
1
票
／
按
分
切
捨
：
０
・
０

０
４
票
）

投
票
率
＝
75
・
34
％
（
普
通
：

63
・
87
％
／
期
日
前
：
11
・
01
％
／

不
在
者
：
０
・
46
％
）

当
選
者（
敬
称
略
）＝
ほ
り
ぐ
ち

正
良
（
無
所
属
）
／
黒
田
正
（
無

所
属
）
／
山
本
ゆ
う
こ
（
公
明
）

／
え
ん
ど
う
一
行
（
無
所
属
）

／
伊
藤
ひ
と
し
（
無
所
属
）
／

あ
さ
の
信
行
（
公
明
）
／
根
本

こ
う
じ
（
無
所
属
）
／
長
坂
太

郎
（
無
所
属
）
／
お
お
こ
金
四

郎
（
公
明
）
／
宮
本
隆
典
（
無
所

属
）
／
い
け
だ
忠
雄
（
無
所
属
）

／
山
口
勝
夫
（
無
所
属
）
／
の

ぐ
ち
正
雄
（
無
所
属
）
／
坂
本

源（
無
所
属
）／
ね
も
と
勝
利（
無

所
属
）
／
根
本
保
（
無
所
属
）
／

柳
町
政
広
（
無
所
属
）
／
平
山

や
す
し
（
無
所
属
）
／
山
下
き

ょ
う
い
ち
（
自
民
）
／
し
の
ざ

き
力
夫
（
無
所
属
）
／
こ
う
ち

喜
和
（
無
所
属
）
／
も
と
は
し

稲
敷
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が

昨
年
12
月
10
日
に
行
わ
れ
、
26

名
の
新
し
い
市
議
会
議
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
新
議
員
の
任
期
は
平
成
18
年

12
月
22
日
か
ら
平
成
22
年
12
月

21
日
ま
で
の
4
年
間
で
す
。同

日
に
行
わ
れ
た
茨
城
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
稲
敷
市
開
票
区

分
の
結
果
と
合
わ
せ
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
な
お
昨
年
12
月
22
日
、
市
議

会
の
初
議
会
が
行
わ
れ
、
市
議

会
の
構
成
が
決
ま
り
、
議
長
に

は
宮
本
隆
典
氏
（
浮
島
）、
副
議

長
に
は
長
坂
太
郎
氏
（
佐
原
組

新
田
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
議
会
だ
よ
り
第
7
号
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
】

当
日
有
権
者
数
＝
３
万
９
６
９

６
人
（
男
：
１
万
９
６
６
０
人
／

女
：
２
万
０
０
３
６
人
）

投
票
総
数
＝
２
万
９
９
０
７
票
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う
と
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
新

利
根
地
区
内
に
開
設
し
ま
す
。

　
土
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
野
菜

や
花
の
栽
培
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
、
農
業
の
楽
し
さ
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
農
園
場
所
：
稲
敷
市
柴
崎

（
稲
敷
直
売
所
前
）　

▽
区
画

数
：
60
区
画
（
１
区
画
１
０
０
㎡
、

原
則
１
人
１
区
画
ま
で
）　

▽
利

ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者
募
集
中

　
土
と
ふ
れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
農
業
と
食
に
対
す
る

関
心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
平
成
19
・
20
年
度
分
受
付
開
始

▽
場
所
：
市
役
所
江
戸
崎
庁
舎

▽
必
要
書
類
：
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載　
▽
申
請
種
別
：
建

設
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、物
品
・

役
務　
▽
有
効
期
間
：
平
成
19

年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３
月

31
日

●
稲
敷
市
管
財
課
契
約
検
査
係

（
江
戸
崎
庁
舎
）☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０（
内
線
２
７
０
３
）

市
で
は
平
成
19
・
20
年
度
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。市
と
契

約
を
希
望
す
る
方
は
、
原
則
と

し
て
審
査
を
受
け
て
、
有
資
格

者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

▽
受
付
期
間
：
２
月
１
日（
木
）

〜
28
日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後

４
時（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

女ひ
と
と
男ひ
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
２
月
18
日（
日
）江
戸
崎
公
民
館
で
開
催

就
学
児
）あ
り
／
農
産
物
・
加
工

品
の
販
売
あ
り
。

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸

崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
３
）

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
目
指
し
「
い
な
し
き
女
と
男

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
。「
さ
さ
え
あ
い
〜
平

等
の
輪
を
明
日
へ
」
を
テ
ー
マ

に
東
京
家
政
大
学
名
誉
教
授
の

樋
口
恵
子
氏
に
よ
る
講
演
会

「
こ
れ
か
ら
の
女
と
男
の
い
い

関
係
」
や
、
は
ら
ん
き
ょ
う
の

会
に
よ
る
寸
劇
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
18
日（
日
）午
後

12
時
45
分
〜
３
時
30
分　
▽
場

所
：
江
戸
崎
公
民
館
大
集
会
室

（
稲
敷
市
江
戸
崎
甲
２
１
４
８
番
地

２
）　

▽
主
催
：
稲
敷
市
男
女

共
同
参
画
推
進
協
議
会
／
稲
敷

市　
▽
入
場
料
：
無
料　
▽
そ

の
他
：
手
話
通
訳
・
保
育
（
未

受
賞
・
表
彰

　
み
な
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
元
桜
川
村
長
）、
坂
本
允
（
元
東

町
長
）、
遠
藤
一
行（
元
新
利
根
町

議
会
議
長
）、黒
田
正（
元
桜
川
村

議
会
議
長
）、
吉
田
慶
治（
元
東
町

議
会
議
長
）

県
統
計
大
会

第
48
回
茨
城
県
統
計
大
会
が
12

月
５
日
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
市
内
か
ら
は
７
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
２
）

▽
総
務
大
臣
表
彰
：
大
久
保
俊

（
四
箇
）、
川
上
賢
一
（
堀
川
）　

▽
知
事
表
彰
：
橋
本
貞
四
（
柴

合
併
功
労
者
表
彰

「
合
併
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
」

の
伝
達
式
が
、
12
月
20
日
市
役

所
東
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
町
村
合
併
実
現

の
功
労
を
讃
え
各
旧
町
村
の
首

長
と
議
会
議
長
に
贈
ら
れ
る
も

の
。伝
達
式
で
は
表
彰
状
と
記

念
品
が
高
城
市
長
よ
り
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。（
写
真
１
）

受
賞
者

筧
信
（
元
江
戸
崎
町
長
）、
浦
口

勇
（
元
新
利
根
町
長
）、
飯
田
稔

スケジュール
午後12時45分	 オープニング・舞えど連
午後1時	 開会
午後1時20分	 寸劇・はらんきょうの会
午後2時	 講演会・樋口恵子氏

崎
）　

▽
県
統
計
協
会
総
裁
表

彰
：
岡
野
喜
一
（
下
太
田
）、
酒

井
茂（
柴
崎
）、福
田
和
美（
椎
塚
）

▽
経
済
産
業
省
統
計
調
査
部
長

感
謝
状
：
木
野
内
清（
江
戸
崎
）

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

君
賀
小
学
校
（
石
塚
静
子
校
長
）

で
開
発
し
た
、
計
算
力
を
高
め

る
ソ
フ
ト「
計
算
プ
ロ
」が「
い

ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
大
賞
」
の

県
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ソ
フ
ト
は
、
パ
ソ
コ
ン

上
で
簡
単
な
算
数
の
問
題
を
解

き
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
計
算

力
を
高
め
る
ソ
フ
ト
。「
簡
単

な
計
算
を
、
正
確
に
速
く
こ
な

す
こ
と
に
よ
っ
て
学
力
が
伸
び

る
の
で
は
？
」
と
い
う
考
え
の

も
と
、
飯
田
昭
夫
教
頭
先
生
ら

が
約
２
年
の
歳
月
を
か
け
て
開

発
。君
小
の
子
ど
も
た
ち
も
こ

の
「
計
算
プ
ロ
」
を
積
極
的
に

使
い
実
際
に
計
算
力
も
上
が
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
飯
田
先
生
は
「
な
か
な
か
認

め
て
も
ら
え
な
い
分
野
な
の
で
、

受
賞
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」

と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

用
期
間
：
平
成
19
年
４
月
１
日

〜
平
成
20
年
３
月
31
日
（
延
長

可
）　

▽
利
用
料
金
：
１
区
画

年
額
４
２
０
０
円（
予
定
）▽
申

込
方
法
：
農
政
課
、
各
総
合
窓

口
課
で
仮
申
込
書
を
提
出
。（
仮

申
し
込
み
の
後
、
申
請
書
の
提
出

と
な
り
ま
す
）　
▽
申
込
期
間
：

定
員
締
め
切
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
農
政
課
農
政
企
画
係

（
東
庁
舎
）
☎
０
２
９
９
︲
７
８

︲
３
３
８
５（
直
通
）

要介護認定者 要介護認定者以外

1年目 おむつ使用証明書 おむつ使用証明書

2年目 確認書 または
おむつ使用証明書 おむつ使用証明書

「おむつ使用証明書」＝医師の発行するもの
「確認書」＝市が交付するもの

つ
代
に
つ
い
て
医
療
費
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
方

は
、
医
師
が
発
行
し
た
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
が
な
く
て
も
、

市
が
発
行
す
る
「
確
認
書
」
を

提
示
す
れ
ば
医
療
費
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　
要
介
護
認
定
者
が
対
象
で
す

医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
が
あ
れ
ば
、
お
む

次
の
①
と
②
の
両
方
に
当
て
は

ま
る
方

①
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
方

②
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方

控
除
の
対
象

主
治
医
意
見
書（
平
成
18
年
中
に

作
成
さ
れ
た
も
の
）
の
中
で
次
の

①
と
②
の
両
方
に
当
て
は
ま
る

方①
障
害
老
人
の
日
常
生
活
自
立

度
が
「
寝
た
き
り
度
Ｂ
ま
た
は

Ｃ
」の
場
合

②
尿
失
禁
の
発
生
可
能
性
が

「
あ
り
」の
場
合

申
請
方
法

高
齢
福
祉
課
（
介
護
保
険
）
窓
口

ま
た
は
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
で

手
続
き
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ

い
。後
日
、書
類
を
交
付
し
ま
す
。

●
所
得
税
に
関
し
て
＝
竜
ヶ
崎

税
務
署
☎
０
２
９
７
︲
６
０
︲

２
０
２
９

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
介
護
保

険
係
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０（
代
表
）

東京家政大学名誉教授の樋
口恵子氏による、講演会「こ
れからの女と男のいい関
係」を行います。

1

2
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ム
み
ん
な
で
戦
う
も
の
だ
か
ら
、

自
分
が
（
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
）

投
げ
て
る
時
に
誰
か
が
良
い
プ

レ
ー
を
し
た
時
と
か
は
や
っ
ぱ

り
面
白
い
っ
て
い
う
か
嬉
し
い

っ
て
い
う
か
、
チ
ー
ム
み
ん
な

の
力
で
勝
ち
上
が
っ
て
い
く
と

こ
ろ
に
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
ね
。

ー
今
後
の
目
標
は
？

欽
ち
ゃ
ん
に
気
に
入
ら
れ
る
こ

と
で
す
ね
。こ
こ
ぞ
と
い
う
大

事
な
場
面
で
「
北
野
い
け
！
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
選
手
に
な

り
た
い
で
す
。と
に
か
く
欽
ち

ゃ
ん
の
信
頼
を
得
た
い
で
す
ね
。

　
あ
と
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
課

題
で
す
か
ね
。球
の
速
さ
で
は

自
信
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
な

か
な
か
三
振
が
取
れ
な
い
ん
で

す
。コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
良
く
し

て
た
く
さ
ん
三
振
を
取
り
た
い

で
す
。目
指
せ
奪
三
振
賞
！

　
あ
、
や
っ
ぱ
り
「
三
振
と
れ

た
ら
い
い
な
ぁ
」
程
度
で
か
わ

い
く
書
い
て
く
だ
さ
い（
笑
）。

現
況
届
が
不
要
に

12
月
生
ま
れ
の
方
か
ら
「
年
金

受
給
権
者
現
況
届
」
の
提
出
が

原
則
不
要
に
な
り
ま
し
た
。社

会
保
険
庁
で
は
、
住
基
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
年
金
受
給

者
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

　
初
め
て
年
金
を
請
求
す
る
方

は
、
裁
定
請
求
書
に
住
民
票
コ

ー
ド
を
記
入
す
る
こ
と
で
、
現

況
届
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

年
金
の
問
い
合
せ
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

●
年
金
請
求
＝
☎
０
５
７
０
︲

０
５
︲
１
１
６
５

●
年
金
受
給
者
＝
☎
０
５
７
０

︲
０
７
︲
１
１
６
５

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
年
金
係

（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
６
０

９
）

年
金
の
納
め
忘
れ
は
？

　
一
度
、確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

る
方
へ
、
社
会
保
険
事
務
所
が

委
託
し
て
い
る（
株
）富
士
ソ
フ

ト
ビ
ュ
ー
ロ
社
か
ら
納
付
の
ご

案
内
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
土
日
、夜
間
も
実
施
）

ご
自
宅
を
訪
問

社
会
保
険
事
務
所
職
員
や
国
民

年
金
推
進
員
が
、
納
付
の
ご
案

内
や
収
納
な
ど
を
目
的
に
ご
自

宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。（
土
日
、

夜
間
も
実
施
）

※
再
三
の
催
告
に
も
関
わ
ら
ず
、

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い

る
と
、
強
制
徴
収（
財
産
の
差
し

押
さ
え
）
が
行
な
わ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
も
残
り
わ
ず
か
に
な
り

ま
し
た
。国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
の
月
や
、
残
高
不
足

な
ど
で
引
き
落
し
さ
れ
て
い
な

い
月
が
な
い
か
、
も
う
一
度
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
と

○
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

○
国
民
年
金
加
入
中
に
、
初
診

日
の
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
が
原
因

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
、
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
国
民
年
金
加
入
者
が
万
が
一

亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
、
残
さ

れ
た
遺
族
の
方
が
、
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

受
給
権
確
保
の
た
め

納
付
案
内
を
実
施

電
話
で
の
ご
案
内

納
め
忘
れ
な
ど
未
納
期
間
が
あ

稲敷バラエティー

吉田康之さん（脇川）と、愛犬のショ
コラ（ミニチュアダックスフント／オス
／ 3歳）。3人の孫とショコラが我が
家のアイドルです。」
●掲載希望の方は生活環境課まで

公
園
で
は

　
リ
ー
ド
を
つ
な
い
で

１
か
所
の
１
日
平
均
数
は
約
３

件
で
し
た
。

　
市
内
に
は
、
コ
ミ
セ
ン
に
類

似
し
た
施
設
も
あ
り
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
不
公
平
が
生
じ
る
こ

と
と
費
用
対
効
果
に
も
問
題
が

あ
り
、
今
の
段
階
で
は
、
旧
江

戸
崎
町
で
行
っ
て
い
た
諸
証
明

な
ど
の
発
行
業
務
は
行
わ
な
い

と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
コ
ミ
セ
ン
の
業
務
復

活
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
域
を

視
野
に
入
れ
、
新
庁
舎
建
設
と

併
せ
て
旧
庁
舎
の
活
用
な
ど
も

含
め
、
支
所
的
機
能
の
配
置
や

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
前
提
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

▪
市
民
か
ら
の
ご
意
見

江
戸
崎
地
区
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
合
併
前
に

行
っ
て
い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
？

▪
市
長
か
ら
の
回
答

合
併
前
、
コ
ミ
セ
ン
で
は
戸
籍
、

税
関
係
の
諸
証
明
の
発
行
、
納

税
の
受
領
、
役
場
へ
の
提
出
書

類
の
受
領
、
施
設
の
貸
し
出
し

業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

16
年
度
に
発
行
し
た
諸
証
明
の

件
数
は
、
２
８
４
５
件
で
あ
り
、

市
長
へ
の
手
紙
か
ら（
抜
粋
）

市
民
の
声
に

　
　
答
え
ま
す

選手とファンとの
キャッチボール⑦

幼
稚
園
講
師

　
臨
時
職
員
募
集

書
））を
教
育
総
務
課
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
で
提
出
。※
志
願
書

は
教
育
総
務
課
に
有
り　
▽
選

考
方
法
：
書
類
審
査
と
面
接

（
面
接
日
は
後
日
通
知
）

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課（
新
利
根
庁
舎
）☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０（
代
表
）
／

〒
３
０
０
︲
１
４
９
２
／
茨
城

県
稲
敷
市
柴
崎
７
４
２
７
番
地

市
教
育
委
員
会
で
は
、
幼
稚
園

講
師
を
募
集
し
ま
す
。

▽
資
格
：
幼
稚
園
教
諭
免
許

（
平
成
19
年
３
月
見
込
者
含
む
）　

▽
人
員
：
若
干
名　
▽
賃
金
：

時
給
８
７
０
円
（
交
通
費
支
給
）

▽
申
込
方
法
：
２
月
28
日（
水
）

ま
で
に
、
必
要
書
類（
①
志
願
書

（
市
様
式
）
②
幼
稚
園
教
諭
免
許
状

の
コ
ピ
ー
③
卒
業
証
明
書
（
見
込

人
権
問
題
講
演
会

　
講
師
・
池
田
香
代
子
氏

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
：
３
月
５
日（
月
）午
後

２
時
〜
４
時　
▽
場
所
：
江
戸

崎
公
民
館
大
集
会
室　
▽
入
場

無
料　
▽
主
催
：
稲
敷
市
／
稲

敷
市
教
育
委
員
会

●
稲
敷
市
人
権
同
和
対
策
室

（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
０
０
０（
内
線
３
３
０

０
）

市
で
は
、
差
別
や
偏
見
の
な
い

明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め

「
人
権
問
題
講
演
会
」
を
開
催

し
ま
す
。講
師
に
「
世
界
が
も

し
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
」

の
著
者
、
池
田
香
代
子
氏
を
招

い
て
「
１
０
０
人
の
村
あ
な
た

も
こ
こ
に
生
き
て
い
ま
す
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
行
い

ま
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
人
権
に

ー
昨
シ
ー
ズ
ン
を
ふ
り
返
っ
て

み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

試
合
に
出
ら
れ
な
い
時
期
も
あ

っ
た
し
、チ
ー
ム
的
に
も（
解
散

の
危
機
と
か
）本
当
に
い
ろ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
年
で
し
た
ね
。

そ
の
分
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が

で
き
て
自
分
自
身
成
長
で
き
た

一
年
で
し
た
。

ー
今
、
一
番
対
決
し
て
み
た
い

バ
ッ
タ
ー
は
？

そ
う
で
す
ね
ぇ
、
バ
ッ
タ
ー
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
同
じ
チ
ー

ム
の
三
條
能
央
選
手
と
対
決
し

て
み
た
い
で
す
。彼
は
も
と
も

と
バ
ッ
タ
ー
で
、
彼
の
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
は
な
か
な
か
良
い
ん
で

す
よ
。ピ
ッ
チ
ャ
ー
同
士
で
今

ま
で
勝
負
し
た
こ
と
な
い
ん
で

勝
負
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

ー
野
球
の
こ
こ
が
面
白
い
！
と

い
う
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

自
分
が
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
っ
て

打
ち
取
れ
た
時
や
、
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
打
て
た
と
き
は
も
ち
ろ

毎
月
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

の
選
手
を
一
人
ず
つ
紹
介
し
ま

す
。紹
介
し
て
ほ
し
い
選
手
や

聞
き
た
い
事
な
ど
、
リ
ク
エ
ス

ト
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

北
きた
野
の
偉
ひで
也
や

投手　背番号／ 18
生年月日／ 1984年6月28日
経歴／大阪桐蔭高校ー京都フルカウンツ
趣味／サーフィン（たしなむ程度

ですけど…）

ん
面
白
い

ん
で
す
け

ど
…
。
や

っ
ぱ
り
野

球
は
チ
ー
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informationくらしと情報

つ
く
ば
国
際
会
議
場
（
つ
く
ば

市
竹
園
）　

▽
内
容
：
テ
ー
マ

＝
仕
事
探
し
の
ヒ
ン
ト
と
面
接

の
ポ
イ
ン
ト
、
講
師
＝
岡
本
武

史
氏（
就
職
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　

▽
定
員
：
50
名

●
茨
城
県
女
性
青
少
年
課
☎
０

２
９
︲
３
０
１
︲
２
１
７
８

げ
ん
で
ん

ふ
れ
あ
い
文
化
講
演
会

▽
講
師
：
丸

山
和
也
氏
（ 

弁
護
士
）「
丸

山
流
生
き
方

の
ス
ス
メ
〜
法
律
と
人
の
心
」

▽
日
時
：
２
月
17
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時　

▽
場

所
：
レ
イ
ク
エ
コ
ー
茨
城
県

鹿
行
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
茨

城
県
女
性
プ
ラ
ザ
▽

入
場
料
：
無
料
▽
応

募
方
法
：
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
は
が
き
に
必
要
事

項
（
講
演
会
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
）を
明

記
し
、
申
し
込
む
▽
申

込
締
切
：
定
員
（
６
０

０
人
）に
達
し
た
時

●
レ
イ
ク
エ
コ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
文
化
講
演
会

実
行
委
員
会
事
務
局

県
立
水
戸
南
高
等
学
校

通
信
制
課
程

毎
日
通
学
で
き
な
い
方
で
も
学

べ
る
通
信
制
！
幅
広
い
年
代
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
：
一
般
入
学
＝
３

月
15
日（
木
）〜
28
日（
水
）、編・

転
入
学
＝
２
月
16
日（
金
）〜
23

日（
金
）※
土
日
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
〜
午
後
５
時　
▽
資
格

：
茨
城
県
内
に
在
住
・
在
勤
の

中
卒（
見
込
）者
な
ど

●
茨
城
県
立
水
戸
南
高
等
学
校

（
通
信
制
）
☎
０
２
９
︲
２
４
７

︲
４
２
８
４
hphttp://w

w
w

.
m

itom
inam

i-h.ed.jp/

女
性
の
た
め
の
生
き
方
・

働
き
方
セ
ミ
ナ
ー

県
で
は
、
女
性
の
方
を
対
象
に

生
き
方
や
働
き
方
を
考
え
る
セ

ミ
ナ
ー
を
県
内
５
か
所
で
開
催

し
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
、

お
申
し
込
み
は
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は

茨
城
県
女
性
青
少
年
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
５
回（
県
南
地
区
）

▽
日
時
：
２
月
17
日（
土
）午
後

１
時
30
分
～
３
時　
▽
場
所
：

名称 相談内容 相談員 所在地・電話番号 方法・受付

教育相談 いじめ、不登校、友人関係など児
童生徒に関する教育相談全般 市教育相談員 市教育相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-0121（直通）
面接・電話：火・水・木
午前9時〜午後5時

スクールカウ
ンセリング

上記と同様な内容
※江戸崎中・新利根中以外の方も利用可

（市内小中学校に限る）。全て予約制のため
事前にお問い合わせください。

臨床心理に関し
専門的な知識・
経験を有したカ
ウンセラー

江戸崎中学校相談室
tel.029-892-3780（直通）

面接（予約）：火・木
午前9時〜正午

新利根中学校相談室
tel.0297-87-5033（直通）

面接（予約）：火
午前9時〜午後5時

家庭児童相談 養護、虐待、非行、育成、心身障害な
ど、乳幼児から児童に関する相談 市家庭相談員 市家庭児童相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-3247（内線3911）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後4時

▪ひとりで抱え込まないで!! いじめ・教育・児童福祉などの悩みにお応えします

informationくらしと情報

繊
維
機
械
製
造
業（
一
部
除
外
業

種
あ
り
）、
⑤
精
密
機
械
器
具
製

造
業
の
う
ち
測
量
機
械
器
具
製

造
業
、眼
鏡
製
造
業（
枠
を
含
む
）

　
ま
た
、
一
部
に
平
成
11
年
12

月
31
日
発
効
の
産
業
別
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
る
業
種
が
あ
り

ま
す
。

●
茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲
６

２
１
６

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

「
交
通
事
故
、詐
欺
、脅
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し

て
く
れ
な
い
の
は
納
得
で
き
な

い
。も
う
一
度
審
査
で
き
な
い

も
の
か
。」
こ
の
よ
う
な
不
満

自
動
車
税
の
納
税
は
簡
単

便
利
な
口
座
振
替
で
！

自
動
車
税
の
口
座
振
替
納
税
は
、

電
気
な
ど
の
公
共
料
金
と
同
じ

よ
う
に
、
便
利
な
口
座
振
替
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。申
し
込
み
手
続
き
は
、
２

月
末
ま
で
に
県
内
の
金
融
機
関

（
郵
便
局
を
除
く
）
で
お
願
い
し

ま
す
。

●
稲
敷
県
税
事
務
所
収
税
課
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
６
１
１
５

茨
城
県
産
業
別

最
低
賃
金
の
改
定

茨
城
県
産
業
別
最
低
賃
金
が
改

訂
さ
れ
、
昨
年
12
月
31
日
に
発

効
さ
れ
ま
し
た
。た
だ
し
、
次

の
場
合
は
、
産
業
別
最
低
賃
金

の
適
用
が
除
外
さ
れ
、
茨
城
県

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上

の
者
、
②
雇
入
れ
後
６
か
月
未

満
の
者
で
、
技
能
習
得
中
の
者
、

③
清
掃
、
片
付
け
の
業
務
に
主

と
し
て
従
事
す
る
者
、
④
一
般

機
械
器
具
製
造
業
の
う
ち
建
設

用
シ
ョ
ベ
ル
ト
ラ
ッ
ク
製
造
業
、

案内

an

を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察

審
査
会
が
あ
り
ま
す
。ご
相
談

に
関
す
る
費
用
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
土
浦
検
察
審
査
会
事
務
局

（
土
浦
市
中
央
１
︲
１
３
︲
１
２
水

戸
地
方
裁
判
所
土
浦
支
部
内
）
☎

０
２
９
︲
８
２
１
︲
４
３
５
９

相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
？

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」
で
す
。相
続
登

記
の
手
続
き
を
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
済
ま
せ
ら
れ
る
よ
う

に
、
相
続
登
記
に
関
す
る
無
料

相
談
を
各
司
法
書
士
事
務
所
で

受
け
付
け
ま
す
。詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
司
法
書
士
会
☎
０
２
９

︲
２
２
５
︲
０
１
１
１

食
料
品

消
費
モ
ニ
タ
ー
募
集

茨
城
農
政
事
務
所
で
は
、「
平

成
19
年
度
食
料
品
消
費
モ
ニ
タ

ー
」を
募
集
し
ま
す
。

▽
業
務
内
容
：
①
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
、
②
意
見
・
要
望
の
報

告
、
③
研
修
会
へ
の
参
加　
▽

募
集
：
23
人　
▽
任
期
：
平
成

20
年
３
年
31
日
ま
で　
▽
資
格

：
①
20
歳
以
上
、
②
国
・
地
方

公
共
団
体
の
議
員
と
職
員
以
外

の
方
、
③
他
の
食
生
活
モ
ニ
タ

ー
に
な
る
予
定
の
な
い
方
、
④

昨
年
度
こ
の
モ
ニ
タ
ー
で
な
い

方　
▽
応
募
方
法
：
２
月
28
日

（
水
）ま
で
に
、
往
復
は
が
き
ま

た
は
メ
ー
ル
に
必
要
事
項
（
①

郵
便
番
号
、
②
住
所
、
③
氏
名
、
④

年
齢
※
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
、

⑤
性
別
、
⑥
職
業
、
⑦
電
話
番
号
、

⑧
簡
単
な
応
募
動
機
）
を
記
入
し

て
申
し
込
む

●
茨
城
農
政
事
務
所
消
費
生
活

課
消
費
経
済
係（
〒
３
１
０
︲
０

０
６
１
水
戸
市
北
見
町
１
︲
９
）

☎
０
２
９
︲
２
２
１
︲
２
１
８

５ 

Ｅ
メ
ー
ル
：m

onitor_sh
ousei@

kanto.m
aff.go.jp

食
の
安
全
に
関
す
る

意
見
交
換
会

土
浦
保
健
所
で
は
、「
食
品
の

残
留
農
薬
を
考
え
る
！
」
を
テ

ー
マ
に
食
の
安
全
に
関
す
る
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。参

加
費
は
無
料
で
す
。

▽
日
時
：
２
月
14
日（
水
）午
後

２
時
〜
４
時　
▽
場
所
：
阿
見

町
総
合
福
祉
会
館（
阿
見
町
阿
見

４
６
７
１
︲
１
）　

▽
講
演
：

「
食
品
の
残
留
農
薬
を
考
え

る
！
」正
木
英
子
氏
（
株
式
会
社

食
品
科
学
広
報
セ
ン
タ
ー
代
表
）

▽
定
員
：
１
５
０
人　
▽
申
込

：
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
必
要

事
項（
①
氏
名
、
②
性
別
、
③
年
齢
、

④
お
住
ま
い
の
市
町
村
名
、
⑤
電

話
番
号
）
を
明
記
し
て
土
浦
保

健
所
ま
で
申
し
込
む

●
茨
城
県
土
浦
保
健
所
監
視
指

導
課
☎
０
２
９
︲
８
２
１
︲
５

３
９
５
FAX
０
２
９
︲
８
２
６
︲

５
９
６
１

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

入
札
参
加
資
格
申
請
受
付

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
で
は
、

平
成
19
・
20
年
度
に
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
や
、
物
品

購
入
、
役
務
提
供
な
ど
の
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
：
２
月
１
日（
木
）

〜
28
日（
水
）　
▽
受
付
時
間
：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
▽
受

付
場
所
：
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組

合
施
設
課　
▽
申
請
書
類
：
全

国
統
一
様
式
（
国
土
交
通
省
統
一

様
式
可
）

●
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
施
設

課
☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
１
１

４
４

件　名 時間額（円）

茨城県最低賃金 655

  
産
業
別
最
低
賃
金

鉄鋼業 758
一般機械器具製造業 747
電気機械器具、情報通信機械
器具、電子部品・デバイス、精
密機械器具製造業

742

各種商品小売業 718

▽子どもホットライン tel.029-221-8181（24時間受付　※午前零時〜9時は留守番電話）fax.029-302-2166　http://www.
edu.pref.ibaraki.jp/kodomo/top.htm　▽子どもの教育相談（面接・電話）茨城県教育研修センター内（笠間市平町1410）
tel.0296-78-2333（月・火・木・午前9時〜午後6時30分、水・金・午前9時〜午後4時30分）　▽生徒指導相談（面接・電話）県南教
育事務所内（土浦市真鍋5-17-26）tel.029-823-6770（火・木・金・午前9時〜午後6時30分、月・水・午前9時〜午後4時30分）　　
▽児童相談（面接・電話・訪問）茨城県土浦児童相談所（土浦市中高津2-10-50）tel.029-821-4595（月〜金・午前8時30分〜午後5
時15分）　▽人権相談（面接・電話）水戸地方法務局竜ケ崎支局（竜ヶ崎市2985）tel.0297-64-2607（月〜金・午前8時30分〜午
後5時）　▽茨城いのちの電話 tel.029-855-1000（毎日：24時間）・029-255-1000（毎日：午後1時〜8時）

（
〒
３
１
１
︲
３
８
２
４
茨
城
県
行

方
市
宇
崎
１
３
８
９
）
☎
０
２
９

９
︲
７
３
︲
３
８
７
７
FAX
０
２

９
９
︲
７
３
︲
３
９
２
５

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校

徒
歩
行
進
訓
練

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
で
は
隊

員
約
30
名
に
よ
る
徒
歩
行
進
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
11
日（
日
）、
３

月
３
日（
土
）共
に
夜
間　
▽
経

路
：
稲
敷
市
和
田
公
園
〜
県
道

２
０
６
号
線
〜
国
道
１
２
５
号

線
〜
県
道
１
２
０
号
線
〜
国
道

１
２
５
号
線
〜
陸
上
自
衛
隊
武

器
学
校

●
陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
広
報

班
☎
０
２
９
︲
８
８
７
︲
１
１

７
１
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稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
教室名	 日時
陶芸教室（予約制）	 火・木曜＝午後1時〜
	 日曜＝午前9時〜
料理教室	 2月26日（月） 午前10時〜
リハビリ体操教室	 2月26日（月） 午後１時〜
太極拳教室	 2月14日（水） 午後1時30分〜
生花教室	 2月15日（木） 午後1時30分〜
手話愛好会	 2月16日（金） 午後7時〜
カラオケ教室	 火・土曜 午後１時30分〜
絵手紙教室	 2月28日（水） 午後1時30分〜
梅さんの落語会	 2月5日（月） 午前10時30分〜
茶道教室	 2月22日（木） 午前10時〜
囲碁教室	 月曜 午後１時〜

▪休日診療当番医　診療時間：午前9時から午後4時まで
2月4日（日）	 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見）tel.029-887-3349
	 横田医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0047
	 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
2月11日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 美浦中央病院（美浦）tel.029-885-3551
	 吉澤胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0977
	 西新道外科医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0855
2月12日（月）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 さかえ医院（阿見）tel.029-888-2662
	 福岡小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3245
	 野村医院（龍ケ崎）tel.0297-62-6561
2月18日（日）	 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
	 森脇整形外科（阿見）tel.029-843-7888
	 細井クリニック（龍ケ崎）tel.0297-66-2000
	 いしかわクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0378
2月25日（日）	 坂本医院（桑山）tel.029-892-2232
	 美浦中央病院（美浦）tel.029-885-3551
	 兼子内科循環器科（龍ケ崎）tel.0297-64-3105
	 竜ケ崎医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0550
3月4日（日）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 小林医院（阿見）tel.029-889-1134
	 池田病院（龍ケ崎）tel.0297-64-1152
	 秋本脳神経外科（龍ケ崎）tel.0297-64-3311
3月11日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
	 村井医院（龍ケ崎）tel.0297-62-3380
	 菊地整形外科（龍ケ崎）tel.0297-64-6111
※都合により変更になる場合がありますので、確認してから
お出かけください。

informationくらしと情報 informationくらしと情報

▪稲敷地域小児救急医療輪番制
お子様の休日･夜間の急な病気に対応するための小児科医に
よる小児救急輪番制です。土曜日・祝日は行っていませんの
でご注意ください。
曜日	 診療時間	 医療機関名
月	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
火	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
水	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
木	 午後６時〜９時	 龍ケ崎済生会病院③
金	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
日	 午前９時〜正午	 東京医科大学霞ケ浦病院②
〃	 正午〜午後３時	 龍ケ崎済生会病院③
①tel.029-873-3111②tel.029-887-1161
③tel.0297-63-7111
※担当の小児科医がやむを得ない事情により、臨時休診する
場合がありますので、あらかじめ受診先に診療の可否につい
て電話などで確認してください。
▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられま
す。平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。
プッシュ回線の固定電話から＝tel. 局番なしの＃8000
非プッシュ回線の固定電話・携帯電話・公衆電話から＝tel.0
29-254-9900
▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。毎日24時間
対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

納期限2月28日（水）
固定資産税：4期
介護保険料：6期
国民健康保険税：6期

犬猫引取 2月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場
所：江戸崎庁舎第2駐車場奥
／日時：2月1日（木）、15日

（木）午後2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）

▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日	 	 相談種類	 会場
2月1日（木）	 　、　、　	 桜川庁舎
2月8日（木）	 　、　、　	 ふれあいセンター
2月15日（木）	 　、　、		  東庁舎
2月20日（火）	 　		  江戸崎庁舎
2月21日（水）	 　　　　	 東庁舎
2月22日（木）	 　、　、　	 江戸崎公民館
時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4
時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。2月13日（火）・午前8時30分か
ら受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

▪交通事故相談
日時：2月21日（水）・午前10時〜午後3時（正午〜午後1時を除く）

／会場：茨城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：2月15日（木）・午前10時〜午後4時／場所：各公民館・生
涯学習センター／申込：要予約（会場含め）

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てサロン
就学前のお子さんとその保護者を対象に開催します。
日時：2月15日（木）・午前10時〜正午／会場：江戸崎体育館
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てカレンダー
□子育て支援センター :新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355
2月２日（金）	 節分豆入れ製作（２歳〜）		  定員15組
2月６日（火）	 保育園給食体験（離乳食完了児）	 定員12組
2月８日（木）	 りすちゃん広場（０〜１歳）		 定員15組
2月14日（水）	 ひなまつり製作（１〜２歳）		 定員15組
2月15日（木）	 サロンの日（相談日・読み聞かせ）	 定員無し
2月16日（金）	 ひなまつり製作（２歳〜）		  定員15組
2月22日（木）	 ひなまつり製作（２歳〜）		  定員15組
2月24日（土）	 つばさ保育園保育園祭		  定員無し
2月28日（水）	 サロンの日（相談日・読み聞かせ）	 定員無し
※16日と22日は同じ内容です。一方の予約でお願いします。
□子育て支援センター : 江戸崎保育園tel.090-3232-2680
2月６日（火）	 保育園給食体験（離乳食完了児）	 定員12組
2月14日（水）	 ひなまつり製作			   定員無し
2月17日（土）	 江戸崎保育園保育園祭		  定員無し
2月22日（木）	 子育て広場			   定員無し
2月28日（水）	 サロンの日（相談日・読み聞かせ）	 定員無し
□ふれあい広場 : 江戸崎第二保育所tel.029-892-4094
2月22日（木）	 おひな様を作ろう	 	 定員30組
□あそびのひろば : 桜川保育所tel.029-894-3703
2月21日（水）	 パネルシアター		  	 定員30組

発生件数：34（343）
　負傷者：45（436）
　　死者：0（8）
※12月1日〜31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：48,788人（-74）
　　男：24,176人（-50）
　　女：24,612人（-24）
世帯数：14,934戸（-　4）
※1月1日現在。（ ）は前月比
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4

6

4
環
境
大
臣
賞
受
賞

あ
ず
ま
東
小
学
校
２
年
生
の
尾
林
桃
佳

さ
ん
が
描
い
た
絵
が
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
環
境
財

団
主
催
の「
み
ど
り
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
応
募
総
数
２
万
２
９
７
４
点
）
で
最
優
秀

賞
の
一
つ
「
環
境
大
臣
賞
」
に
輝
き
ま

し
た
。「
み
ど
り
と
虫
た
ち
」
と
い
う
題

で
、
昆
虫
た
ち
や
野
原
を
カ
ラ
フ
ル
な

色
使
い
で
描
い
た
作
品
で
す
。尾
林
さ

ん
は
「
東
京
で
の
表
彰
式
は
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
が
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
。」
と
子
ど
も
ら
し
く
素
直
に
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

5
消
防
団
出
初
式

新
春
を
飾
る
市
消
防
団
に
よ
る
出
初
式

が
１
月
６
日
江
戸
崎
公
民
館
で
行
わ
れ
、

団
員
た
ち
は
気
持
ち
を
新
た
に
消
防
、

防
災
活
動
に
尽
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

6
善
意
の
寄
付

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
か

ら
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
稲
敷
市
建
設
業
協
会
か
ら
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
、
現
金
１
０
０
万
円
と
、

加
盟
す
る
55
社
で
行
っ
た
１
０
０
円
募

金
１
１
８
万
４
７
９
７
円
。（
写
真
６
）

・
東
京
電
力
竜
ヶ
崎
支
社
か
ら
市
へ
防

犯
灯
20
基
。

で・き・ご・と
12-1月
市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

1
飲
酒
運
転
を
防
ぐ

商
工
会
の
取
り
組
み

稲
敷
市
商
工
会
で
は
、
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
飲
酒
運
転
を
防
ご
う
と
「
市

内
の
飲
酒
運
転
の
撲
滅
」
を
目
標
に
掲

げ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。11
月
27
日

に
は
商
工
会
新
利
根
支
所
で
稲
敷
警
察

署
の
郡
司
静
夫
交
通
課
長
を
招
い
て
講

習
会
を
開
催
。ま
た
飲
酒
運
転
撲
滅
を

呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
事

業
所
な
ど
関
係
機
関
に
配
布
し
ま
し
た
。

2
桜
川
幼
稚
園
で
餅
つ
き
大
会

桜
川
幼
稚
園
で
12
月
22
日
、
年
末
恒
例

の
餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。年

中
と
年
長
組
の
園
児
は
、
お
父
さ
ん
た

ち
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
餅
つ
き
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。「
よ
い
し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！
」

と
い
う
元
気
な
か
け
声
に
合
わ
せ
て
き

ね
を
振
り
上
げ
ま
し
た
。出
来
上
が
っ

た
お
餅
は
、
役
員
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

お
雑
煮
と
き
な
粉
も
ち
に
し
て
、
み
ん

な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
パ
ソ
コ
ン
で
交
通
安
全
教
室

浮
島
小
学
校
で
12
月
14
日
、
冬
休
み
前

の
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
腹
話
術
や
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト

を
使
用
し
て
の
教
室
に
、
児
童
た
ち
は

楽
し
く
交
通
安
全
に
対
す
る
理
解
と
意

識
を
深
め
た
よ
う
で
し
た
。

2

3a3b

5

1a1b
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（有）高須商店
電話：029-894-6705
住所：稲敷市浮島4453番地
営業：10月下旬〜3月下旬／午前8
時〜午後5時／期間中定休なし
※商品は直売所浮島、桜川生産物直
売センターでも販売しています。

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー

プレゼント
高須商店から読者の方20名に「タ
カスのべったら漬（1kg）」をプレゼ
ント！ドシドシご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項（①

今月のお題「イナビト（次ページ参照）に

取り上げて欲しい人」②郵便番号、③住

所、④氏名、⑤年齢、⑥電話番号）を書い
てご応募ください。▽応募先：〒
300-0595 ／広報稲敷「うまいもん
プレゼント②」係▽締切：2月16日

（金）消印有効。▽注意：応募は一人
一通／当選者には通知

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
19
回

主に東京市場に出荷される「タカスのべったら漬」。若い人も食べてみてね。

麹の甘みが後を引くおいし
さです。

熟練の達人技です。つぎつぎと大根の皮をむいて
行きます。私は 1 本むくのもひと苦労。

っ
た
ら
を
作
り
ま
す
よ
。楽
し

み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。」

工
場
の
様
子
は
？

工
場
の
中
で
は
、
従
業
員
の
お

母
さ
ん
た
ち
が
、
皮
む
き
機
を

片
手
に
大
根
の
皮
む
き
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。多
い
時
で

一
人
１
日
５
０
０
本
近
く
こ
な

す
そ
う
で
す
。皆
さ
ん
慣
れ
た

手
つ
き
で
ス
ッ
ス
ッ
と
む
い
て

行
き
ま
す
。こ
の
後
、
塩
漬
け

さ
れ
、
甘
味
料
と
こ
う
じ
と
混

ぜ
合
せ
、
冷
蔵
庫
で
寝
か
せ
て

完
成
だ
そ
う
で
す
。完
成
し
た

べ
っ
た
ら
は
、
大
根
の
カ
リ
カ

リ
し
た
歯
ご
た
え
と
麹
の
甘
み

が
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
。ぜ
ひ
味
わ

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私たちが手間ひまかけて、一生懸命つ
くっています。

石井裕子さん

第10回　茂
も
木

ぎ
光
みつ

雄
お

さん

プロフィール
茨城県鳥獣保護員。江戸崎雁

かり

の郷
さと

友の会事務局長。長年に
わたる野生鳥獣の保護活動が
認められ（財）日本鳥類保護連
盟より平成17年5月に会長
賞を受章。現在65歳
●江戸崎雁の郷友の会 www.
geocities.jp/wqthx417/

今月は、県鳥獣保護員としてオオヒ
シクイの保護活動を行う茂木光雄さ
ん（小角）です。

☆
■鳥獣保護員になったきっかけ
私は30年以上、猟をやってきまし
た。それまでは保護とは無縁の生活。
保護員は猟友会から推薦でなったん
です。狩猟と保護、一見矛盾するよ
うですが、そうではないんです。狩
猟は自然からの恵みを求めるという
こと。狩猟する人は野生の生き物に
対して強い思入れがあるんです。
　県鳥獣保護員は保護区の管理監督
が仕事で、狩猟の取り締まりがメイ

ンです。11月〜３月の冬の４か月
間はこれにかかりっきりです。
　保護員になってからはオオヒシク
イの生態について勉強しましたよ。
繁殖地のカムチャツカまでも行きま
した。知らなければ保護など語れな
いし、知れば知るほど興味も沸いて
くるんです。

■稲波のオオヒシクイ
稲波干拓は関東地方唯一の定期越冬
飛来地です。半径300km 以内には
他にないんです。雁

がん
が来る環境が今

も残されているということなんです
ね。今年は60羽飛来しています。将

来、関東で昔のように雁の飛来が復
活するには、ここ稲波干拓が重要だ
と思います。この場所を核に、将来
増えるという希望を持って活動して
いきたいですね。

■今後の目標を教えてください
「渡り」のルートを解明したいです
よ。北海道からカムチャツカという
大まかなルートは解っているんです
が、カムチャツカのどのへんで繁殖
しているのか？キチッと調べたいで
す。あとは、この活動をしてくれる
若い後継者が現れてほしいですよ。
熱い人がいいですね。

稲 敷 で 生 き る 人 々

「
漬
物
工
場
っ
て
ど
ん
な
風
に

な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
楽
し

み
で
す
。」

お
店
紹
介

今
月
は
、
べ
っ
た
ら
漬
の
「
高

須
商
店
」（
浮
島
）
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。社
長
は
２
代
目
の

高
須
恵や
す

悟の
り

さ
ん
。「
う
ち
の
商

品
は
べ
っ
た
ら
漬
の
み
。大
根

は
地
元
浮
島
産
の
も
の
を
中
心

に
使
っ
て
い
ま
す
。来
年
は
欽

ち
ゃ
ん
フ
ァ
ー
ム
の
大
根
で
べ
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	 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
	 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
	 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
	 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。会場へ申し込む。
3月9日（金）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 桜川保健センター	 要予約
3月29日（木）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 ふれあいセンター	 要予約
3月29日（木）	 こころのリハビリ	 午前10時〜11時30分	 ふれあいセンター	 要予約

乳幼児予防接種
申込：予約制。会場へ申込む。3月実施分は2月20日（火）から会場で受け付け。
3月1日（木）	 ポリオ	 午後1時10分〜40分	 ふれあいセンター	 要予約
3月5日（月）	 三種混合	 午後1時30分〜2時	 東保健センター	 要予約
3月9日（金）	 麻しん風しん混合	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター	 要予約
3月14日（水）	 三種混合	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター	 要予約
3月16日（金）	 ポリオ	 午後1時30分〜2時	 東保健センター	 要予約

相談
内容：健康に関する悩みや疑問に、保健師がお答えします。お気軽にご相談ください。
3月8日（木）	 住民健康相談	 午前10時〜11時	 桜川保健センター	 直接来所

献血
血液が不足しています。皆さまのご協力お願いします。
3月26日（月）	 献血	 午前9時30分〜11時30分	 東庁舎	
3月26日（月）	 献血	 午後1時30分〜4時	 アピタ佐原東店	
3月27日（火）	 献血	 午前10時〜午後3時30分	 江戸崎ショッピングセンターパンプ

　女性の健康教室
　　受講者募集

乳がん、骨粗しょう症、貧血の予防教
室を開催します。
　講師にウィミンズ・ウェルネス銀座
クリニックの坂佳奈子先生を招いて

「乳がんの予防について」と、管理栄養

ときや、健康診断で貧血が認められた
場合には、まず、病院で検査をし原因
を明らかにすることが大切です。
　貧血の中で最も症例が多いのは、鉄
欠乏性貧血です。これは、ヘモグロビ
ンの主成分である「鉄」が不足するた
めに起こります。
　これを予防するには、食事からの充
分な鉄分補給や不摂生な食生活を改善
することが大切です。

　食事で貧血予防
①鉄分を多く含む食品を摂る
豚レバー・ひじ
き・しじみ・ほ
うれん草・小松
菜・木綿豆腐・
納豆・ほんまぐ
ろ（赤身）・さば・

　　　貧血を予防しよう
　　　　　女性に多い貧血

鶏卵・切り干し大根など
※植物性食品より動物性食品の方が鉄
分の体内への吸収率は高いですが、コ
レステロールや脂肪も多く含んでいる
食品が多いので、偏りなく食べましょ
う。
②1日3食、バランスよく
1日3食規則正しく食べるようにし、
インスタント食品や外食を控え、バラ
ンスを考えて食べるようにしていれば
それなりに鉄分もとれるはずです。
　朝食を抜いたり無理なダイエットを
していたり、食事をジュースやお菓子
で済ませたりしていては、鉄分は必ず
不足します。これができていない人は、
まずはこのことから改善しましょう。
③鉄分の吸収をよくする食品も
新鮮な野菜や果物などに含まれる「ビ
タミンC」と一緒にとることで、鉄分
の吸収率が高くなります。
※「女性の健康教室」では、貧血予防に
ついての講話もあります。この機会に
ぜひ参加し、貧血を予防しましょう。

疲れやすくだるい、めまいを起こしや
すい、頭が重い、そんな症状はありま
せんか？ずっと続いている場合、貧血
が原因という場合があります。

　貧血とは
貧血とは、血液中の赤血球またはヘモ
グロビンの濃度が減少した状態で、そ
のため、酸素を運ぶ力が弱くなって体
が酸欠状態にな
る病気です。
　貧血は、初期
には自覚症状も
なく気づかない
ことが多いので
すが、そのまま放置しておくと、動悸、
息切れ、めまい、疲れやすいなどの症
状が現れ、さらに程度がすすむと、発
熱、むくみ、そして心臓への負担へと
つながってしまいます。

　女性に多い鉄欠乏性貧血
女性は月経や妊娠、出産など、血液の
需要が男性より多くなることもあって
貧血にかかりやすく、20歳代の5人
に1人が貧血といわれています。

　予防するには
貧血の原因は様々で、貧血の陰に何か
別の病気が隠れていることもありま
す。体調が悪く「貧血かな？」と思った

まうと数十秒から2分間近く無呼吸に
なり、一晩に何百回も無呼吸があると、
深い睡眠（質の良い睡眠）をとることが
できません。

　大事な三つの症状
①大きないびき
②無呼吸（「カッ」と止まる）　
③日中の眠気（会議中など我慢できない）

　治療方法
治療方法はシーパップ治療※と、生活
習慣の見直しの①やせる②アルコール
を止めるなどで改善が見られます。
※鼻マスクから気道に空気を送り込み

　　　睡眠呼吸障害講演会
　　　　　講演内容をご紹介

気道の閉塞を防ぐ治療法

　よい睡眠の秘訣
・眠くなってから床につく
・コタツでうたた寝をしない
・毎朝同じ時刻に起きる
・朝日を浴びる
・規則正しい三度の食事
・午後から夕方に軽く運動
・寝る前の風呂はぬるめにする
・寝室は寝ることだけにつかう（テレ

ビはつけない）

・寝る前のリラックス（マッサージ、香

り、音楽など）

・睡眠を妨げるものを避ける（カフェイ

ン、ニコチン、

アルコールな

ど）

12月14日東保健センターで、柳生久
永先生（東京医科大学霞ヶ浦病院総合診療

部長）による健康教室「睡眠呼吸障害に
ついて」を開催しました。

　睡眠呼吸障害とは
睡眠呼吸障害は、睡眠時無呼吸症候群
とも呼ばれ、日本ではあまり知られて
いませんが、人口のおよそ4％がこの
障害の疑いがあると推測されます。

　原因と症状
睡眠中にのどから肺に通じる空気の通
り道（気道）が狭くなると、大きないび
きをかきます。気道が完全に閉じてし

士の根本偉代先生の「骨粗しょう症と
貧血の予防について」を行います。ぜ
ひご参加ください。
▽日時：3月15日（木）午後1時30分
〜3時30分　▽場所：桜川保健セン
ター　▽申込：健康増進課（各保健セン

ター）へ2月1日（木）〜3月12日（月）

に申し込みください。
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スポーツ

ゴルフ教室

初心者、初級者を対象とした「市ゴル
フ教室」を開催します。
▽場所：江戸崎カントリー倶楽部　▽
日時：2月27日（火）〜3月22日（木）

全8回（予備日＝3月27日（火）29日

（木））　▽対象：市在住の18歳以上の
方で、ゴルフ初心者・初級者の方　▽
人員：20名（定員で締切）　▽参加費：
12,000円（練習用ボール代込み）※教室
初日に徴収　▽講師：プロゴルファー・
高野勇一氏ほか　▽申込：2月5日（月）

〜16日（金）午前9時〜午後5時に生
涯学習課へ電話で申し込む（※2月10

日〜12日は除く）　▽その他：ゴルフク
ラブ、手袋、運動靴などの用具は各自
用意。（※クラブは借りることもできます）

●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利

根庁舎）tel.0297-87-3439

江戸崎一
いっ
羽
ぱ
会教育奨励賞受賞

江戸崎一羽会が全日本剣道連盟から少
年剣道教育奨励賞を受賞しました。こ
の賞は、長年にわたり少年剣道の振興
を行っている団体におくられるもの。
江戸崎一羽会は昭和52年発足で今年
で創立30年。理念に基づいた剣道の
追求を課題に活動を行っています。

稲敷地区少年相撲大会

11月26日、木原地区多目的集会施設
内相撲場（美浦村）で、第1回稲敷地区

会が晴天の中、桜川運動公園野球場発
着で行われ、当日は茨城ゴールデンゴ
ールズの選手も全員参加し、250人
が健脚を競いました。（写真2）

大会結果（優勝者のみ）
▽小学1〜3年（1km）：男子＝根本薫、
女 子 ＝ 水 飼 彩 夏　 ▽ 小 学 4 〜 6 年

（2km）：男子＝糸賀健太、女子＝黒田
葵　▽中学生：男子（5km）＝小沼弘樹、
女 子（3km） ＝ 石 原 涼 子　 ▽ 一 般

（5km）：男子＝関川雅美

少年相撲大会が開催されました。幼児
から中学生までの豆力士約50名が参
加。白熱した相撲を展開しました。（写

真1）

大会結果（市内優勝者のみ）
▽幼児の部：八代和馬（新利根）　▽3
年生の部：坂本拓也（新東小）　

桜川地区ロードレース

12月24日、桜川地区ロードレース大

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー2月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 	 	 	 	 1	 2	 3
	 4	 5	 6	 7	 8	 9	 10
	 11	 12	 13	 14	 15	 16	 17
	 18	 19	 20	 21	 22	 23	 24
	 25	 26	 27	 28	 		

江戸崎図書室休室
毎週月曜日、2月13日、27日
新利根・桜川図書室休室
毎週月曜日、2月13日
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

江戸崎図書室

新着図書
「風に舞い上がるビニールシート」森
絵都、「自殺って言えなかった」あしな
が育英会、「マーリー」ジョン・グロー
ガン、「教室の悪魔」山脇由貴子、「子供
の命は母親が守る」プレスプラン、「ゆ
れる」西川美和、「すぐ使える手紙・は
がき百科」鶴田顕三、「小泉官邸秘録」
飯島勲、「もう、貴方はいりません」山
田秀雄、「ともだちおまじない」内田麟
太郎、「新編弓張月」三田村信行、「幽霊
城の秘宝」メアリー・オズ・ボーン　
ほか

　鬼とは、人や
ほかの動物を捕
まえる、とても
怖いもののこと
をいったり、力
や知恵がほかの
人よりずっとすぐれて強いもののこと
をいったりします。それは、昔の人た
ちが鬼を恐れたり、敬ったりしながら、
暮らしを良くするように創りあげてき
たからです。
　2月3日の節分にちなみ、｢ 鬼｣ の
おはなしを集めてみました。どうぞご
利用ください。

新着資料
「よろしく青空」中野翠、「カーライル
の家」安岡章太郎、「詩人と絵描き」谷
川俊太郎、「制服のころ、君に恋した。」
折原みと、「サメロ後継」早瀬乱、「エス
ケイプ」絲山秋子

市立図書館

子ども映画会
▽題名「わたしのワンピース」ほか2
話　▽日時：２月10日（土）、11（日）

午後2時〜（上映時間29分）　▽申込：
当日、図書館カウンターへ申し込む　
▽定員70人

おりがみ教室
▽日時：２月11日（日）午後２時40分
〜／▽申込：当日、図書館カウンター
へ申し込む

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。
▽日時：2月25日（日）午前10時30
分〜

2月の展示｢鬼｣のおはなし
日本には、｢ 鬼｣ の出てくるお話や絵
がたくさんあります。

新着図書（図書館）
「芋たこなんきん」
田辺聖子、「拝啓、
父上様」倉本聴、

「天国は待ってく
れる」岡田惠和
※写真左から

1写真提供：新利根相撲クラブ

回 日時 内容（変更になる場合があります）
1 2月27日（火）

午後1時〜3時
▽開級式▽ゴルフの基礎知識、マナー、ルールなどの
講義▽練習場の見学、使い方、注意点

2 3月1日（木）
午後1時〜3時

▽ゴルフスイング▽グリップ、セットアップ▽ハーフ
スイングの練習

3 3月6日（火）
午後1時〜3時

▽スイングの作り方▽フルショットの練習（スリークウォ
ーターから）▽フルショットの練習（主にショートアイアン）

4 3月7日（水）
午後1時〜3時

▽フルショットの練習（主にアイアン）

5 3月13日（火）
午後1時〜3時

▽フルショットの練習（主に1、3番ウッド）

6 3月15日（木）
午後1時〜3時

▽コントロールスイングとアプローチの練習

7 3月20日（火）
午後1時〜3時

▽パターと総合練習

8 3月22日（木）
午後2時30分～ 5時

▽総合練習（数ホールのラウンドレッスン）▽閉級式

ゴルフ教室日程

2写真提供：桜川地区体育推進委員会
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短歌

走
り
去
る
車
の
音
も
十
二
月	

坂
本
美
園（
戸
張
）

趣
味
多
し
締
切
り
多
し
十
二
月	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

葉
牡
丹
や
紫
の
雨
銀
の
雨	

岡
村
敏
子（
新
山
）

枯
蟷
螂
木
の
葉
に
混
じ
り
掃
か
れ
け
り	

福
本
き
み
え（
新
山
）

冬
薔
薇
か
す
か
な
う
ご
き
あ
り
に
け
り	

篠
田
啓
子（
新
山
）

寒
鴉
羽
光
ら
せ
て
動
か
ざ
る	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

冬
日
浴
び
干
し
大
根
の
萎
え
に
け
り	

宮
本
芳
子（
切
通
）

曽
孫
の
息
災
祈
り
破
魔
矢
買
う	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

根
府
川
で
海
を
見
ま
し
た
み
か
ん
畑	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

積
み
重
ね
嵩
の
減
り
た
る
落
葉
か
な	

代
静（
犬
塚
）

歩
を
返
す
残
る
紅
葉
に
あ
る
未
練	

武
部
三
郎（
小
角
）

階
段
の
踊
り
場
照
ら
す
冬
の
月	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

都
鳥
ネ
オ
ン
の
波
に
浮
び
を
り	

細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

峠
か
ら
落
葉
に
埋
ま
る
道
細
し	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

少
年
と
少
年
の
犬
白
き
息	

溝
口
民
城（
高
田
）

磴
高
く
一
歩
に
仰
ぐ
冬
紅
葉	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

想
い
出
や
ボ
ー
ナ
ス
手
に
せ
し
頃
の
こ
と	

大
久
保
フ
ク（
古
渡
）

一
年
を
叩
き
出
し
た
る
畳
干
し	

高
須
湖
城（
浮
島
）

隣
り
合
う
軒
を
耳
に
夜
の
長
し	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

賑
や
か
に
家
族
の
揃
う
初
座
敷	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

柚
子
風
呂
に
遊
ぶ
心
と
な
っ
て
を
り	

永
長
小
夜（
古
渡
）

出
入
り
す
る
待
合
室
に
着
膨
れ
て	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

漁
火
の
消
え
行
く
夜
明
け
冬
の
海	

埜
口
信
子（
阿
波
）

蟷
螂
が
片
羽
落
と
し
よ
ろ
よ
ろ
と
当
て
あ
る
ご
と
く
地
面
這
い
行
く	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

陽
の
ぬ
く
み
残
る
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
て
梢
の
動
き
見
つ
つ
人
待
つ	

上
村
喜
佐
子（
小
角
）

赤
ト
ン
ボ
歩
み
止
め
な
い
我
が
腕
に
羽
根
揺
ら
し
た
り
首
か
し
げ
た
り	

鴻
野
ハ
ル
エ（
田
宿
）

葉
の
落
ち
し
柿
に
群
が
る
雀
ら
の
飛
び
立
つ
後
に
皮
の
み
垂
る
る	
小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
）

歌
詠
む
が
一
つ
生
き
甲
斐
背
す
じ
立
て
草
も
み
じ
輝
る
み
ち
歩
み
ゆ
く	
根
本
正
直（
門
前
）

銚
子
よ
り
持
ち
帰
り
た
る
石
蕗
の
冬
に
先
が
け
凛
々
し
く
咲
き
ぬ	

松
本
静
子（
西
町
）

生
き
て
行
く
心
細
さ
の
坂
の
道
一
歩
の
ぼ
り
て
先
見
失
う	

三
島
文
子（
佐
倉
）

閉
ざ
さ
れ
し
町
工
場
の
中
庭
に
今
を
盛
り
と
さ
ざ
ん
か
の
咲
く	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

出
征
の
時
を
亡
き
兄
わ
が
手
取
り
心
配
す
る
な
と
涙
ぐ
み
し
よ	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

縁い
に
しか
な
十
二
月
二
十
四
日
は
姑は
は

の
命
日
わ
が
誕
生
日	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

非
文
化
と
い
う
電
流
に
爭
い
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
イ
ジ
メ
戦
爭	

永
井
由
紀
子（
柴
崎
）

挨
拶
を
く
れ
し
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
学こ
ど
も童
ら
が
ま
ぶ
し
く
見
え
ぬ
朝
陽
の
中
に	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

母
の
姿
し
ら
ざ
る
ま
ま
に
母
の
手
に
す
が
り
て
歩
む
日
々
は
つ
づ
き
ぬ	

橋
詰
正
子（
柴
崎
）

泥
の
田
に
顔
触
れ
む
ほ
ど
か
が
ま
り
て
老
い
黙
々
と
蓮
掘
り
て
ゐ
る	

永
長
小
夜（
古
渡
）

久
々
の
外
出
に
彼
を
誘
え
ば
気
を
付
け
て
ね
と
し
み
じ
み
と
言
う	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

霞
が
浦
の
ク
リ
ス
タ
ル
の
如
き
白
魚
を
食
べ
れ
ば
う
ま
し
古
里
の
味	

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
）

「
わ
し
よ
り
は
先
に
死
ぬ
な
」と
老
母
の
言
う
を
背
に
受
け
わ
れ
入
院
す	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

叱
ら
れ
て
涙
を
た
め
た
る
幼
子
の
髪
を
な
で
や
る
秋
の
陽
の
な
か	

根
本
邦
子（
押
砂
）

二
十
日
前
に
夫
を
見
舞
に
来
て
く
れ
し
弟
の
訃
に
雷
鳴
と
ど
ろ
く	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

風
呂
上
が
り
大
根
を
煮
て
酒
を
飲
む
一
身
二ふ
た
よ生
と
わ
が
思
い
つ
つ	

山
根
三
千
人（
西
代
）

枯
葉
落
ち
空
の
蒼
さ
に
照
り
映
え
て
残
り
柿
ひ
と
つ
小
春
日
の
庭	

平
山
栄
子（
八
筋
川
）

つ
れ
づ
れ
と
今
日
の
ひ
と
日
も
暮
れ
ん
と
す
暦
は
う
す
く
加
齢
は
重
し	

柴
崎
文
子（
町
田
）

星
空
に
見
る
月
影
の
夜
毎
冴
え
今
宵
は
流
る
る
雲
の
切
れ
間
に	

渡
辺
あ
い（
荒
宿
）

む
か
ー
し
。浮
島
は
霞
ヶ
浦
の

西
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
島
で
、
ど

こ
へ
行
く
に
も
舟
で
渡
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

島
の
周
り
は
真ま

菰こ
も

や
藻も

が
生

い
茂
っ
て
魚
の
棲す
み

み
処
と
な
り
、

刈
り
取
っ
た
藻
な
ど
は
畑
の
よ

い
肥
料
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

村
人
た
ち
は
米
や
野
菜
を
作
り
、

漁
を
し
て
、
時
々
は
沿
岸
の
村

に
売
り
に
出
か
け
ま
し
た
。そ

し
て
家
で
待
つ
家
族
の
た
め
に

き
れ
い
な
織
物
や
酒
、
塩
な
ど

を
買
っ
て
帰
る
の
で
し
た
。

　

き
ょ
う
も
村
人
た
ち
は
暗
い

う
ち
か
ら
漁
に
出
か
け
、
い
く

つ
も
の
帆ほ

掛か
け

舟ぶ
ね

が
水
面
に
浮
か

ん
で
い
ま
す
。や
が
て
夜
が
明

け
日
が
昇
る
と
、
水
鳥
の
群
が

ザ
ー
ッ
と
飛
び
立
つ
中
、
風
を

い
っ
ぱ
い
は
ら
ん
だ
帆
が
一
段

と
白
く
輝
い
て
い
ま
す
。

　
「
お
っ
か
、
父
ち
ゃ
ん
も
う

す
ぐ
帰
っ
て
く
っ
ぺ
」

　
「
ん
だ
よ
長
吉
。
父
ち
ゃ
ん

は
腕
が
い
い
が
ら
よ
、
き
ょ
う

も
大
漁
だ
っ
ぺ
で
」

　

長
吉
の
家
は
父
ち
ゃ
ん
、
お

っ
か
、
じ
い
や
。そ
れ
に
姉
ち

ゃ
ん
の
タ
キ
の
五
人
家
族
。父

ち
ゃ
ん
が
漁
を
、
お
っ
か
と
じ

い
や
が
米
と
野
菜
を
つ
く
っ
て

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
「
あ
、
ん
だ
。あ
の
よ
、
お
っ

か
。さ
っ
き
お
ら
変
わ
っ
た
石

こ
ろ
拾
っ
た
ん
だ
。姉
ち
ゃ
ん

も
な
」

　

タ
キ
も
う
な
づ
い
て
、

　
「
お
ら
、
い
づ
も
遊
ん
で
だ

の
に
気
い
つ
が
な
が
っ
た
。さ

が
し
た
ら
い
っ
ぺ
え
あ
っ
た
よ
。

ほ
ら
、こ
れ
っ
」

　

石
は
大
き
い
の
や
小
さ
い
の

や
い
ろ
い
ろ
で
、
白
っ
ぽ
い
模

様
の
線
が
た
て
よ
こ
に
つ
い
て

い
ま
す
。

　
「
あ
ー
、
こ
れ
な
。ず
い
ぶ
ん

少
な
ぐ
な
っ
た
け
ど
な
。お
ら

い
の
と
し
ょ
じ
い
ち
ゃ
ん
に
こ

の
石
っ
こ
ろ
の
話
聞
い
だ
ご
ど

あ
る
よ
」

　

お
っ
か
の
話
は
こ
う
で
し
た
。

＊

も
っ
と
ず
ー
っ
と
む
か
し
。こ

の
浮
島
に
は
大
き
な
城
が
そ
び

え
て
い
た
。お
殿
様
の
名
は
浮

島
弾だ
ん

正じ
ょ
う。
美
し
い
姫
が
い
て
、

小さ

百ゆ

合り

姫
と
い
っ
た
。お
殿
様

は
姫
を
た
い
そ
う
か
わ
い
が
り
、

鷹た
か

狩
り
や
馬
の
遠
乗
り
な
ど
い

つ
も
連
れ
て
歩
い
た
そ
う
な
。

　

と
こ
ろ
が
世
は
戦
国
時
代
。

天
下
統
一
を
目
ざ
す
豊
臣
方
の

軍
勢
が
ひ
た
ひ
た
と
こ
の
辺
り

に
も
押
し
寄
せ
て
い
た
。お
殿

様
は
江
戸
崎
城
の
土
岐
様
と
相

談
し
、
地
域
一
帯
の
城
主
た
ち

と
手
を
組
ん
で
、
敵
に
立
ち
向

か
お
う
と
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
と
う
と
う
そ
の
時

が
き
た
。島
の
周
り
は
す
で
に

敵
の
軍
船
に
と
り
囲
ま
れ
て
い

た
。

　
「
も
は
や
こ
れ
ま
で
」
と
お

殿
様
は
決
心
し
、
父
と
一
緒
に

い
た
い
と
い
う
姫
君
に
別
れ
を

告
げ
、
わ
ず
か
な
お
供
の
者
と

共
に
城
外
へ
逃
が
し
た
。

　

ど
の
ぐ
ら
い
歩
い
た
だ
ろ
う

か
。暗
い
山
道
を
抜
け
、
傷
だ

ら
け
で
涙
も
枯
れ
果
て
た
姫
が

後
ろ
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

城
が
遠
く
ま
っ
赤
に
燃
え
て
い

た
。姫
も
お
供
の
者
も
震
え
が

止
ま
ら
ず
、
そ
の
場
に
が
っ
く

り
と
す
わ
り
込
み
、
泣
き
崩
れ

て
い
た
。や
が
て
ま
っ
青
な
顔

を
し
た
姫
が
、
ふ
ら
り
と
立
ち

上
が
っ
た
の
を
誰
も
気
付
く
者

は
い
な
か
っ
た
。姫
は
音
も
な

く
ふ
わ
ふ
わ
と
岬
の
方
へ
歩
き

出
し
た
。

　

よ
う
や
く
お
供
の
一
人
が
気

が
つ
い
た
。

　
「
お
い
っ
、姫
が
い
な
い
ぞ
」

　

あ
わ
て
て
探
し
始
め
た
お
供

の
目
に
写
っ
た
の
は
、
月
明
か

り
の
中
を
沖
に
向
か
っ
て
消
え

て
ゆ
く
姫
の
姿
だ
っ
た
。

　
「
い
た
ぞ
ー
っ
」

　

よ
う
や
く
皆
が
か
け
つ
け
た

時
に
は
、
す
で
に
姫
の
姿
は
無

く
、
羽は

織お

っ
て
い
た
赤
い
小
袖

が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
水
面
に
浮
か
ん

で
い
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

や
が
て
時
が
過
ぎ
、
湖
か
ら

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
12
回

　
稲
敷
の
伝
説
①

浮
島
城
落
ち
る

　
　
　
　
戦
国
の
世
、
姫
君
の
悲
劇

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
菱
木
敏
子

変
わ
っ
た
模
様
の
石
っ
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
見
つ
か
る
よ
う
に
な

っ
た
。む
か
し
か
ら
の
言
い
伝

え
に
よ
る
と
、
姫
の
無
念
の
思

い
が
あ
の
時
着
て
い
た
小
袖
の

模
様
を
石
に
刻
み
付
け
た
の
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

＊

　
「
ふ
ー
ん
。
ず
い
分
悲
し
い

話
だ
な
あ
」

　

タ
キ
と
長
吉
は
改
め
て
石
を

見
つ
め
、
小
さ
な
温
か
い
手
で

優
し
く
な
で
ま
し
た
。

※
市
内
に
残
さ
れ
た
伝
承
な
ど

を
も
と
に
創
作
し
た
お
話
で
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
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ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。
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種のアゲハ類が生息するその豊かな自
然環境により、県の自然環境保全地域
に指定されています。

高田岡にある高田神社は、承
じょう

平
へい

年間
（931〜937）に、紀

き
伊
い

国（現在の和歌山

県）の熊野大社の分霊を勧
かん

請
じょう

し、平将
門の乱の平定を祈願するために創建さ
れたものと伝えられています。その時、
13人の供

ぐ
僧
そう

もこの地に来住していま
す。祭神は伊

い ざ な ぎ の み こ と
邪奈岐命など8柱です。

　南北朝の時代には、延
えん

元
げん

3年（1338）

9月の北畠親房の神宮寺籠
ろう

城
じょう

の際、神
官などが南朝方に味方し、神領が北朝
方に没収されてしまいました。

　享
きょう

保
ほう

18年（1733）に再建された社殿
は、平成2年に焼失しましたが、平成9
年に再建され現在に至っています。
　約140m の参道の両側に立ち並ぶ
杉の巨木は壮観です。その杉並木によ
り光が遮られ昼でも薄暗い参道を抜け
ると、突然、荘厳な社殿が光のなかに
現れます。厳粛な気分にさせられる瞬
間です。
　また、高田神社を含めたその周辺は、
自然林と人工林が織りなす植生と、数
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至 香取・潮来至 香取・潮来

至 土浦至 土浦

神宮寺神宮寺

国
道
１
２
５
号

国
道
１
２
５
号

高田神社高田神社
ゴルフ場ゴルフ場

コンビニコンビニ 江戸崎地方
衛生土木組合
江戸崎地方
衛生土木組合

至 成田至 成田

編集後記　▽成人式を取材しました。大人びた新成人を見ながら、うちの子もあと２年でこの場
に居るのかと思うと不思議な気持ちになりました。もうそんなに歳を取ったのかと……（坂本）

▽12月号うまいもんのプレゼントのお題「ブロッコリーのおいしい食べ方」に寄せられたハガキ
の中で、個人的に美味しそうと思ったのは「ブロッコリーのごま和え」でした。ウチで試してみま
す。成人式はかぜで寝込んじゃったので取材に行けませんでした。スイマセン↑。（G4出）


